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キャンペーン

• 販売促進が⽬的
• 話題性やインパクト重視
• トレンドに合わせて拡散（結果、
類似物があふれる）

• 短期的な成果を重視

ブランドづくり

• イメージ資産の蓄積が⽬的
• コンセプトに基づいて⻑期的に伝
える

• ターゲットに⼿渡しするように伝
える

• ⻑期的な資産を重視
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観光ビジネスの特性
無形性 買う前に⾒たり触ったりすることができない。

不可分性 観光サービスは、⽣産されると同時に消費される。サービスの⽣産に
は、従業員と消費者が同時に存在し、参加している。

異質性 サービスは、誰が、いつ、どこで、誰に提供するかによって質が変
わってしまう可能性がある。需要のピークは品質が下がる。

消滅性 在庫にしておいて後で販売することはできない。閑散期の供給過剰。
繁忙期の供給不⾜。

アセンブリー性 観光は複数の業種が組み合わさっている。個々のレベルだけでなく、
観光地域の事業レベルが合わさって印象を左右する。

季節性 季節・曜⽇による観光需要の変動。

⽴地性 観光施設は⽴地条件の良し悪しに影響される。

資本集約性 施設に多⼤な投資を必要とする。

1からの観光事業論／中央経済社3



観光のユニークさ＝難しさ

買う前に⾒たり触ったりすることができない。

観光は複数の業種が組み合わさっている。
個々のレベルだけでなく、観光地域の事業レ
ベルが合わさって印象を左右する。

得られる経験＝
過ごし⽅の提⽰
必要。

⼀貫性のあるコ
ンセプト必要。



松之⼭温泉
観光地域のブランディング事例
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ブランドビジョン策定
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こうなりたいと強く願うイメージを
はっきりと⾔葉にしたブランドビジョンの策定
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誰もが⽇常的にアクセスできる地域の記憶庫

• 10年後でも役⽴つ情報を⽬標に、地域ストーリー
を蓄積する

• ブランドビジョンに準じて「⾃然との共⽣」「縁
をつなぐ」「松之⼭ならではの過ごし⽅」という
カテゴリーで分類

• 現在は歴史や温泉、⾷、観光資源、地域商品など
に関して40件以上のストーリーを掲載

• 約6年前にアップした「年間10万⼈が訪れる美⼈
林はなぜ⽣まれたか」という記事はいまだに⼈気
記事
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ビジョンに基づく展開︓デジタル・アーカイブ



雪を恵みとして価値転換。エネルギー・⼟
⽊・建築・⾷にわたる観光まちづくり

• 豪雪地帯に⽣活する⼈々の積年の願いであった道
路の消雪パイプの敷設をきっかけとした景観整備

• 敵であった雪をこの地域の宝物と捉え直し、温泉
という地域の資源をエネルギー、⼟⽊、建築、⾷
にまでつなげて、豪雪地帯の温泉街でしか⽣まれ
ない⾵景と⽂化を作り出している。

• 2017グッドデザイン賞を受賞
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ビジョンに基づく展開︓松之⼭温泉景観整備計画



シェフや⼤学教授との縁をつないでイベント
を継続的に実施

• 松之⼭に縁のある⾼澤シェフや志賀シェフなど⼀
流シェフが参加した松之⼭ダイニングを2017年か
ら実施。参画するシェフの輪が年々広がっている。

• 井⾨教授のゼミの学⽣と共同で松之⼭ふぇすてぃ
BARを開催。毎年学⽣たちのメンバーは変わるが
イベント⾃体はすでに10年近く継続している。
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ビジョンに基づく展開︓縁をつなぐ



⾕あいで肩を寄せ合う10軒の温泉旅館は、
環境保全と⽂化の伝承者

• さまざまな⼈との縁をつなぎ、松之⼭ダイニング
として⾷⽂化の価値を最⼤化

• 温泉旅館の⽔は、森に育まれた湧⽔を、浄⽔器で
さらにマイルドにして提供

• ⾼温で湯量豊富な温泉を資源として活⽤したバイ
ナリー発電

• 温泉と⽔、そして⾥⼭の恵みを次世代へつなぐた
めに、できることから取り組んでいる
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ビジョンに基づく展開︓エコビレッジを⽬指して



雪国観光圏
観光地域のブランディング事例
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ブランディングの⼿順

1.コンセプトを定める
2.ターゲットを定める
3.過ごし⽅を⾒える化
4.⼀貫して伝え続ける

⼀貫したコンセプトで
過ごし⽅を伝える

ワンストップ窓⼝の構築
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雪国⽂化研究WGで雪国⽂化の深掘り
• 世界でも珍しい北緯37度の雪国（シチリア、アテネ、サ
ンフランシスコと同緯度）

• 家の造りや丸い雪景⾊。冬になると⾏われる雪祭り。暮ら
しや⾷にあらわれる雪国の知恵。

• 暖流の影響で8,000年前に雪が降り始めた。
• 縄⽂時代にはじまる雪国の知恵はいまに受け継がれている。

雪国⽂化

縄⽂⽂化

雪国の知恵→本物の⽂化体験

1.コンセプトを定める
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真⽩き世界に隠された知恵と出会う
晩秋の冬⽀度
野沢菜を漬ける
雪囲い
キノコ採り

冬の雪籠り
保存⾷の知恵
かんじき作り
雪まつり

晩冬の雪遊び
雪上ハイク
雪晒し

雪下にんじん

春の芽吹き
雪と桜
⼭菜採り

次の冬の準備︕

1.コンセプトを定める
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2.ターゲットを定める

コンセプトに共感してくれる⼈を探す

コンセプト仮説やコンテンツを提⽰して、それに興味を
持ってくれる⼈が潜在的なターゲット。
複数の写真を⾒せて5段階評価してもらう、コンセプト
シートを⾒せてインタビューする、など。



2.ターゲットを定める（ペルソナマーケティング）

雪国⽂化に関⼼が⾼そうな⼈の属性を明らかにする

関⼼が⾼そうな属性の⼈にインタビュー

発⾔を抽出・分析し、象徴的な⼈物像を構築

共感してくれる⼈を絞り込む

定量調査

定性調査

ペルソナ
ワークショップ

ペルソナマーケティングの⼿順



2.ターゲットを定める（インバウンドマーケティング）



JNTO（⽇本政府観光局）富裕旅⾏者調査資料

2. ターゲットを定める（インバウンドマーケティング）
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雪国版エコロッジ

• 雪と⽔を守り、雪国らしい⾷や地域産業を維持し、持続可能性を追求した体験型宿
泊施設

• 「100年後も雪国であるために」という理念にもとづいて、「雪と⽔を守る」「雪国
らしい⾷や地域産業を維持する」という点を重視し39項⽬のエコロッジ要件を定め、
達成度を数値化。ソーシャルインパクトを可視化するとともに、さらなる改善に取
り組む。

世界の⾼級⼩規模宿泊施設「エコロッジ（Eco lodge）」とは
地域環境の保護に役⽴ち、地域社会を巻き込み利益をもたらし、インタラクティブな参加型の体験と
本物の⾃然や⽂化との交流を観光客に提供し、環境的にも社会的にも配慮した⽅法で計画・設計・建
設・運営されている、2〜75室の客室を備えた、⾃然をベースとした経済的に持続可能な宿泊施設の
こと。

3. 過ごし⽅を⾒える化する

20



スノーカントリートレイル

郷と郷をつなぎ、⼈と⼈がつながり、未来を紡ぐ。

• 広域連携の象徴として3県をつなぐロングトレイル「スノーカントリートレイル」を整備。 
• グリーンシーズンのコンテンツを充実する必要がある 
• スノーカントリートレイルを活⽤して、エコロッジやE-Bikeなどの取り組みを総合した広域周

遊コンテンツを企画造成し、地域⼀体でハイカーを⽀える体制を整えたい。
• 公道区間が多いというスノーカントリートレイルの弱みを、E-Bikeを組み合わせることで強みに
転換できる

• オリジナルステッカーを販売してトレイルの維持保全活動に充当する「ハイカーサポートキャ
ンペーン」を強化する。寄付の使途を⾒える化して成果につなげ、「責任ある旅⾏者」として
の意識が⾼い層へ訴求する。 

3. 過ごし⽅を⾒える化する
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雪国リトリート

地域を再⽣し、私を再⽣する

雪国観光舎
雪国リトリート特設ウェブサイト＜必要な取り組み＞

B2B
リトリート事業者

コーチ

B2C
旅⾏者

宿・アクティビティ
の⼿配を依頼

問合せ・申込み提案・販売

観光協会

宿・アクティビティ
の相談紹介

リトリートの宿
＜今後必要な取り組み＞

リトリート認定ガイド
＜今後必要な取り組み＞

⼿配 ⼿配

⼿配・調整

ワンストップ窓⼝

＜今後必要な取り組み＞
B2B

ファムトリップ

＜今後必要な取り組み＞
PR活動

メディア掲載

雪を「受け⼊れる」暮らし。それは「⾃然との共
存」の実践です。都市⽣活者は、圧倒的な雪のな
かで暮らす⼈々との出会いを通して、⾃分も⾃然
と共存するひとつの⽣命だと気づくのです。そし

て普段背負っている役割から解放され、ありのま

まの⾃分を受け⼊れ、本来の⾃分を取り戻すよう
になる。⼀般的なリフレッシュ旅とは本質的に異
なる私の再⽣が、リトリートの価値です。

3. 過ごし⽅を⾒える化する
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帰る旅

旅は「⾏く」から「帰る」ものに。
旅は「⾏く」から「帰る」ものに。
何度も、ある地域へ、ある場所へ通う旅のことを、私た
ちは「帰る旅」と呼んでいます。
⼈との関係に焦点を当てた、ちょっと変わった旅⾏のか
たち。
帰る場所を⾒つける旅へ出かけませんか。

3. 過ごし⽅を⾒える化する

23



雪国⽂化にふれる
プログラムや宿泊施設
をパッケージ

雪と旅を発⾏
ブランディングツールと位置付
け、雪国⽂化を多⾯的に紹介。
雪旅を掲載。 滞在プログラムの集約

圏域市町村の滞在プログラムを
集約し、雪と旅やHPなど情報
提供

雪国観光舎

英語SNS

現地

滞在プログラムや宿の魅⼒を発
信する英語版のSNSを運⽤。

インバウンド

雪国観光圏HP
過ごし⽅（体験・宿泊・⾷）と
雪旅を紹介。広域情報のデータ
ベース機能も。

Undiscovered Japan

全国13観光圏の滞在プログラ
ムを集約した英語サイト。

マーケティング
英国⼈対象に定性調査を実施し、
旅に求めるものや雪国のイメー
ジ等を調査。結果、英語ブラン
ド名称をYUKIGUNIに変更。

全国観光圏と連携
VJTM参加や旅⾏会社との合同
商談会など。

過ごし⽅の予約・⼿配

個⼈客や視察・研修等の⼿配旅
⾏造成・販売
企画募集旅⾏の造成・販売
英語ガイドの⼿配
⼆次交通の⼿配

提案・⼿配 滞在・体験興味・関⼼認知

4. ⼀貫して伝え続ける
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⼀貫したコンセプトで過ごし⽅を伝えるワンストップ窓⼝



雪国観光圏の理念

ひとつずつでは埋もれてしまう地域資源を
発掘し、つなぎあわせ、磨き上げることで
世界に通⽤する価値を⽣み出します。

100年後も雪国であるために
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⼗⽇町市の観光地域づくりに向けた
ブランドビジョン 

ブランディング部会の事業報告
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ブランディング部会及びワークショップ実施概要

年 ⽉⽇ ブランディング部会 内容
令和5年 10⽉20⽇ 第１回ブランディング部会 • ⽬的と進め⽅の共有

11⽉14⽇ 第2回ブランディング部会 • 観光アンケート結果及び市場動
向

• ブランディング事例紹介
12⽉8⽇ 第1回観光ブランディング

ワークショップ
• 30年後にありたい⼗⽇町の姿
• 世界に誇れる⼗⽇町の独⾃価値 

12⽉22⽇ 第2回観光ブランディング
ワークショップ

• ありたい姿を想像し、妄想ツ
アーを考える

令和6年 1⽉22⽇ 第5回ブランディング部会 • ワークショップの振り返り
• モニターツアー企画検討

3⽉22⽇
〜23⽇

モニターツアー • 雪国とおかまちが秘める魅⼒を
探るモニターツアー

3⽉4⽇ 第7回ブランディング部会 • モニターツアー報告
• ブランドビジョンの検討

3⽉26⽇ ブランディング部会報告会
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住⺠参加のブランディングワークショップを2回実施
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開催場所︓段⼗ろう多⽬的スペース
参加者20名



先が⾒えない時代の思考の技法
VISION-DRIVEN（妄想駆動）

① 妄想 Drive
ワクワクすることに向
き合う〜妄想を形にす
る

第1回WS
② 知覚 Input

他⼈の意⾒に触れ視野
を拡げる〜複雑なまま
知覚する

③ 組替 Jump
すでにある要素を組み
替える〜分解と再構築

第2回WS
④ 表現 Output

プロトタイプをつくる
〜グループで批評し
フィードバックする

ワークショップの考え⽅︓ありたい姿＝ビジョンから考える



第1回観光ブランディングワークショップ
①「ありたい姿」を妄想、ワールドカフェ形式で
②たくさんの⾒⽅をインプット〜複雑なままに知覚

第2回観光ブランディングワークショップ
③組替〜分解と再構築
④表現〜妄想ツアーを考える



31



⽬指すイメージ（ビジョン）を今後の活動につなげる
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雪国の暮らしや⽂化が
残るまち

クリエイティブな感性を
育むまち

⼗⽇町の「⼈」に会いに来る
共感する⼈々が世界から訪れる

縄⽂から続くサステナビリティ

本当の豊かな暮らしができるまち

市場調査
ツアー造成
情報発信
ファンづくり

⼤地の芸術祭・⽇本遺産・縄⽂⽂化・雪国観光圏など既存の活動を⽣かして、
⽬指すイメージ（ビジョン）との整合性を確認しながら継続的に取り組み、

⼗⽇町のありたい姿を実現する


